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令和８年７月１日 

                    公益社団法人 自衛隊家族会                    

東京都自衛隊家族会 

会  長   森山 尚直 

                             

令 和 ８ 年 ７ 月 「 月 報 」 

＜会長挨拶＞  

 

令和８年も早いもので後半となりました。 

今年も酷暑・猛暑と豪雨の夏の予想が発表されています。皆様には、体調管理などに 

くれぐれもお気を付けてください。 

嬉しいニュースがありました。６月１６日の（公社）自衛隊家族会の定期総会に伴う表

彰式で、東京都自衛隊家族会は、総合の部で最優秀賞を受賞しました。優秀賞は栃木県と

神奈川県でした。東自家族会が受賞できた要因は、地区会も含めた防衛講演会の実施、自

衛隊と連携した家族支援協力への取り組み、９月３０日付の活動状況調査表及び会員名簿

の期日までの報告などによるもので、会員の皆様のご協力と各地区会長の皆様のご尽力の

賜物です。改めて平素のご活動に感謝申しあげます。また、東京地本のご支援にも心より

感謝申し上げます。 

６月２５・２６日に全国地本長会議が開催され、優秀地本などの表彰も行われました。

詳細はまだ公表されていませんが、例年ですと、隊員が入隊希望者情報を提供する「隊員

自主募集」の優秀部隊の表彰も行われます。隊員の自主募集の成果を上げた隊員は、部隊

長から表彰を受け、賞詞が授与されることになっております。連絡事項の項目で細部記載

しております。ご確認ください。 

我が国の防衛力の抜本的強化が続くなか、その基

盤である人的基盤（人的戦闘力）の確保に向けての

地方協力本部の闘いが続いています。自衛隊全体の

令和７年度の自衛官の採用数は、１１，１７７人

（令和６年度９７２４人）と昨年に比し増えてはい

ますが、採用したい計画数の７２％と、募集状況は

より一層厳しくなっています。 

なお、７月１日から高校３年生への募集採用活動

が解禁されました。防衛省も一斉に新たな募集広告を開始しています。 

東自家族会としても「隊員自主募集」への貢献など、自衛官の募集活動への協力にも引

き続き取り組んで参りたいと思っております。皆様のご協力を宜しくお願い致します。 

 

＜東自家族会の活動＞ 

 

１ 令和８年６月の活動 

（１） 家族支援に対する協力に関する協定書の締結 

６月１１日東自家族会は、東京地方協力本部            

と家族支援に対する協力に関する協定書を締結 

しました。これまでの入隊入校者確定者情報の 
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提供に関する協定書に代るものとして、防衛省統一規格の協定書を結んだものです。 

 

 （２）公益社団法人自衛隊家族会定期総会 

  ６月１６日（火）ホテルグランドヒル市ヶ谷で、自衛隊家族会の定期総会があり、

森山会長が出席しました。 

総会に引き続き、表彰式が行われ、総合表彰と会勢拡大優秀賞、おやばと購読優秀

賞などの各活動表彰が行われました。 

また、翌１７日には、同ホテルで、陸幕募集援護課主催の募集協力者会同が行われ、

現在の厳しい募集状況についての説明がありました。 

 

 （３）（公社）自衛隊家族会５０周年式典と祝賀会 

総会に引き続き、自衛隊家族会５０周年式典が行われました。この際、式典に先

立ち、自衛隊家族会に長年貢献されている団体と個人に感謝状が贈呈されました。 

式典では、増田好平会長が「」と式辞を述べ、宮﨑政久

防衛副大臣と岩崎茂公益社団法人隊友会理事長からの祝辞

がありました。会場には、中谷元防衛大臣（自衛隊家族会

顧問）など多数のご来賓がご出席。高市総理大臣からは、

お祝いのメッセージがあり、披露されました。 

祝賀会には、小泉防衛大臣も出席し、各県会長との防衛

省関係者との和やかな意見交換の場となりました。 

 

 （４）空自第２教育群の（熊谷基地）研修 

    ６月２５日（木）１０：００～１４：００間、航空自衛隊

熊谷基地を研修しました。第２教育群では「自衛官候補生課

程」と「空曹候補生」の修学の状況を研修・激励し、第４術

科学校では情報通信に関する教育状況についての説明を受け

ました。 

教育に参加中の新隊員のご家族の方を中心に２６名が参加

し、駐屯地で体験喫食も堪能しました。全力で教育に取り組

んでいる逞しい新隊員の姿を実際に目にする貴重な機会とな

りました。                         銃剣道を履修中の新隊員 

 

（５）第１普通科連隊での新隊員教育修了式 

６月２７日（土）練馬駐屯地で、第一普通科連隊が担任した「自衛官候補生課程」

の修了式があり、森山会長が出席しました。本年度の修了者は８９名でした。修了式

では、森山会長が祝辞において「今後、覚えておいてもらいたいこととして、引き続

き保護者の方との連絡を取ってもらいたい」と述べました。 

 

（６） 女性自衛官教育隊での新隊員教育修了式 

６月２８日（日）朝霞駐屯地で、女性自衛官教育隊が担任した「一般陸曹候補生課

程及び自衛官候補生課程」の修了式があり、森山会長が出席しました。 

本年度の修了者は２０４名でした。 
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２ ７月以降の主な事業・行事 

 

（１）海上自衛隊横須賀教育隊（海自武山基地） 

    令和８年７月３日（金）に海上自衛隊横須賀教育隊の短艇競技会を研修・激励致し

ます。参加希望の申し込みは終了しています。 

 

（２） 令和７年第１回４地区協議会長等意見交換会 

令和８年７月２６日（日）１４：００～１６：３０（場所別示） 

  

３ その他 

（１） 近郊の自衛隊のイベント情報（各部隊などのホームページより） 

ア 修武台記念館見学会（空自入間基地） 

第５回：令和８年７月２５日(土)  

(要申込７月 10 日(金)〆切） 

第６回以降の予定は、右の表の通り 

問い合わせ先：「修武台記念館運営室」 

TEL：04-2953-6131（内線 2356） 

（平日 08:15～17：00まで） 

   イ 自衛隊夏まつり 

（各駐屯地等のＸでご確認ください。他の駐屯地等での開催も？） 

（朝霞駐屯地） （入間基地）   （小平駐屯地） （下志津駐屯地） 

ウ 東京地本主催の体験ツアー 

千葉県 柏市にある海上自衛隊下総航空基地で、東京地方

協力本部の企画による「海上自衛隊下総航空基地フライト

シミュレーター体験･基地見学ツアー」が実施されます。 

対潜哨戒機のフライトシミュレーター体験、管制塔等の 

施設見学、体験喫食などが行われますので、参加希望の方は 

応募要項をご確認の上でお申し込みください。 

●申込方法： 

東京地方協力本部へのインターネットによる応募 

●応募資格：日本国籍を有する１８歳～３２歳までの方 

●応募締切：2026年 7月 9日(木)まで 
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（２）自衛隊家族会創立５０周年記念式典への高市早苗内閣総理大臣からのメッセージ 

本日、自衛隊家族会が、前身の全国自衛隊父兄会創立から５０周年の節目を迎えられた

ことを、心よりお慶び申し上げます。 

また、これまで、長年にわたり自衛隊を支えてくださった全ての関係者の皆様に、自衛

隊の最高指揮官たる内閣総理大臣として、心より感謝申し上げます。 

 自衛隊家族会は、我が国の平和と独立を守る使命を担う自衛隊が、必ずしも十分な理解

を得られず、心ない批判にさらされた時代に、「自衛隊員の支えになりたい」として隊員

の御家族が集い、自然発生的に設立されたと伺っております。 

 以来、皆様は、不安と期待を胸に入隊する若者や厳しい環境の下で任務に当たる隊員を

激励し、また、災害派遣や海外派遣で長期間不在となる隊員のご家族に寄り添うなど、地

道な活動を積み重ね、自衛隊の任務遂行を支えてこられました。 

昨年、政府が行った世論調査では、自衛隊に良い印象を持つ国民の皆様の割合は９３．

５％で、過去最高となりました。 

これはひとえに、歴代の隊員が、安全保障環境の急速な変化に適切に対応し、強い覚悟

を持って、我が国の独立、国民の皆様の命と平和な暮らしを守り抜いてきた努力の賜物に

他なりません。 

同時に、防衛力の中核たる隊員を最も身近な存在として支えてくださっているのは、ご

家族の皆様であり、本日ここにお集まりの自衛隊家族会の皆様です。 

皆様の支えがあるからこそ、隊員は職務を全うし、国民の皆様の期待に応えることがで

きます。 

我が国を取り巻く安全保障環境が戦後最も厳しく複雑なものとなっている現実を直視

し、本年中に『国家安全保障戦略』をはじめとする「三文書」を改定し、防衛力の抜本的

強化に取り組みます。 

また、自衛官の処遇や勤務環境の改善、新たな生涯設計の確立のための施策を、着実に

進めていきます。 

こうした取組を通じ、全ての隊員が、国防という極めて枢要な任務に誇りを持って専念

できるよう、万全を期すことをお約束いたします。 

創立５０周年という記念すべき節目を迎えられた自衛隊家族会の皆様には、今後とも、

自衛隊にお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。 
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結びに、自衛隊家族会の益々のご発展と皆様のお幸せをお祈り申し上げます。 

 令和８年６月１６日 

内閣総理大臣  高市 早苗 

 

 

（３）＜地区協議会だより＞ 

〇 城南地区協議会 〇 城北地区協議会 〇 城東地区協議会  三多摩地区協議会 

 

（４）＜東京地本からの連絡事項＞ 

〒162-8850 東京都新宿区市谷本村町 10番 1号 

自衛隊東京地方協力本部 東京都自衛隊家族会連絡所  

                  TEL 03-5228-7833 （FAX同時切替） 

 

東京都自衛隊家族会賛助会員のご紹介（登録順） 

 

前参議院議員 

佐藤 正久 様 
昭島ガス株式会社 代表取締役 

平畑 文興 様 
前衆議院議員 

松原  仁 様 
衆議院議員 

長島 昭久 様 
柴田法務会計事務所 

柴田 純一 様 
衆議院議員 

松本 洋平 様 
衆議院議員 

小田原 潔 様 
衆議院議員 

山田 美樹 様 
 

  


